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建交労は、10月 12日全国いっせいに統一要求書を経営側に提出し年末一時金要求と

トラックの安全・安心輸送を実現する労使共同の請願署名・アンケートへの協力などの

諸要求を掲げて秋季年末闘争を本格的にスタートさせました。 

労働者・国民の生活は、アベノミクスの２度にわたる消費税増税負担や異次元金融緩和

による急激な円安に加え、ロシアによるウクライナ侵略の影響も相まって物価高騰の深刻

な打撃を受けています。この物価高の原因には、国民のいのちにかかわる食糧やエネルギ

ーを輸入に依存してきた自公政権の根本的な政策矛盾もあります。こうしたなかで迎えた

秋季年末闘争の中心課題は労働者と国民の生活を守る年末一時金の大幅引き上げです。 

神奈川県南支部の各分会・班は、建交労の統一闘争に結集して要求提出を徹底し、団体

交渉の配置などをすすめましょう。また、要求提出や団交配置・回答引き出しなどの闘争

状況を必ず支部に報告するようにしてください。 

 

 

 

秋季年末闘争は、2023年春闘の準備と同時並行ですすめます。その春闘準備の中心は

なんといってもアンケート活動です。アンケート活動をすすめるには会議や学習会などの

開催が必要です。その活動をつうじて組合員がアンケート活動の重要性を再認識しながら

団結を深め意思統一をはかります。全組織でアンケート活動を活発にすすめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求提出・団体交渉の配置と支部への報告 

年末一時金闘争強化と同時に春闘準備を 

春闘準備の中心はアンケート活動の推進！ 

弥生京極社班が勤通大学習会 新結成ＩＳＢ分会が第 1回団交開催 

愛知県豊橋市に本社を置く (有)ＩＳＢの厚木

営業所で働く４名のトラック運転手が神奈川県南

支部に加入して 9 月 12 日に公然化、10 月 11 日

に第 1 回団体交渉を開催しました。要求の中心は

月額 10 万円以上の賃金下落の是正です。団交に

は豊橋の本社から社長と弁護士 2 名が出席、組合

側は伊藤県本部委員長、清野支部副委員長（県本

部副委員長）と赤羽、当該分会 4 人に加えて厚木

地区労の議長と事務局長も出席しました。支部は

要求実現と健全な労使関係づくりを追求します。 

弥生京極社班は、３名全員が 2022 年の勤労

者通信大学（入門コース）を受講しましたが

コロナ禍や業務上の都合などで学習会が開け

ませんでした。10 月 15 日にようやく第 1 回学

習会が開催され受講者３名中２名が参加しま

した。チューターは赤羽が担当しました。 

今後は受講者全員の修了

をめざす学習会の日程確

保と各自が独習をすすめ

る決意を固めました。 

 

学習会の参加者 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 
 

2022 年度役員に選出された皆さんのあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


